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　四月、新しい年度が始まり、新しい職場への異動、新しい学校への入学など、新たな環境での生
活を始められた方も多いかと思いますが、皆さん情熱に燃えて頑張っておられることと存じます。
　私はこの通信教育での「医学用語」を担当しておりますが、医学・医療の世界には様々な（一部
訳の分からない）外国語が氾濫しています。もともと我が国の近代医学は、幕末にオランダ経由の
いわゆる蘭学に始まり、明治になってからはドイツ医学、その後アメリカ医学を輸入して成り立っ
ており、戦前はドイツ語、戦後は主として英語で医学教育が行われたという経由から、ある程度仕
方のない面はあります。現在では日本語のみでの医学教育は可能ですが、色々な医学・医療用語に
未だに多くの外国語が使用されるには幾つかの理由があります。一つには、日本語にすると長くて
難しくなる、という点でしょう。例えば、「持続的自己管理腹膜灌流」といちいち言っていると大
変なので、continuous ambulatory peritoneal dialysis の頭文字をとって CAPD と言ったりします。
　もう一つの大きな要因は、もともとの外国語と併せて読んだ方が、疾病の概念など、言葉の意味
がより正確に理解できるという点です。例えば、最近大きな話題になった「STAP 細胞」という
のがあります。これは Stimulus-triggered Acquisition of Pluripotency の頭文字をとったもので、

「刺激惹起性多能性獲得」というのが正確な日本語です。勿論これでは長いし、一般の人には理解
困難なのでということなのでしょうが、もっぱら「万能細胞」という言葉で報道されたりしてい
ます。この Pluripotency という単語は、pluri- という接頭語と potency という語根からできている
もので、pluri- は「多数・複数」を意味します。英語の辞書で複数形を示す pl. は plural の略です。
Potency は「力・( 潜在的 ) 能力」を意味する言葉で、これに否定を表す im- という接頭語がついた
impotency（または impotence）は「無力・無能」の意味で、俗にいう“イ○ポ”のもとの言葉です。
STAP 細胞はほとんどあらゆる種類の細胞に分化する可能性を持っているということですが、敢え
て pluripotency（多能性）という名前をつけてあるのは、厳密には必ずしも「万能」ではない可能
性を示唆したものかと思われます。万能を表す言葉には omnipotence というのがあり、これは「全
知全能」といった場合に使われます。
　診療情報管理は単に ICD コーディングに留まらず、広く色んな情報を扱います。皆さん、でき
るだけ多くの事に興味を持って、広い知識を取り入れて下さい。分かり切ったような言葉も、辞書
を引くと結構色んなことが書いてあって面白いものです。
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